予約炊飯のしかた 

※工場出荷時は I 予約1」に6:00、 I 予約2 I に18:00びセツトされています。 


食べたい時刻に炊き上げるとき（予約炊飯) 



現在時刻に近接した時間の場合はずぐに恢飯を始めまず。 
※雑げ-巧き込みは予約快飯しないでください。 

※予約は12時間 1 U 内を目安にしてください。 


例）居面。に炊さ上びり時刻を7:30に予約ずる場合 



現在時刻び合つていることを確認してか6 

(〇予約)を巧して 


予約1を選ぶ 


>(0ず約)を巧す毎に 


ず約 1 ►予約 2 ►( 浸し時間 ) 


固 a •1.1•1.3 •1.5 誠 


閣極上 
予約！ 


& 


IJtJ 


の表示にかわります。 

♦炊きかた設定 (12-1 3ぺージ）または健康メニユー設定 （14’ 
1巳ページ）を確認してください。 


2 


®® 誠。 

時刻を合わせる 


(時 

) は]時間単位で、 

^^ Si ] •1.1•1.3 •1.5 記 

■■■■■■ 

励 極上 



度 

) は] 0分単位で進みます。 

P 1* —ii 1 

ホ 約1 ••••し, 


参押し続けると、早送りになります。 

♦一度セツトした予約時刻は、変更するまで記憶しています。 



点灯。 

参予約の取0消しは ( 
してください。 


I 城 •1.1 _•1.3 •1.5 茹 



■■■■■■ 

耐極上 

) を巧 

•—4.二 1•つ 

予約 1 ，•••し, 


♦ I 予約2 I にセツトするとさち、同じ要領で巧います。 

♦ I 予約1 irw ^ にセツトした時刻は、変更しない限り、 
記憶してし、ます。 


参次回からは(〇ホ約)で I モ約1」か1_モ約2 j を選び 



巧すだけでセツトでさます。 


炊飯（再加熱）ボタンを巧さないと予約炊飯 
の設定は完了しません。 


※予約巧飯の場合、のさ上びるまで予約した時刻を表おしまず。 


お米を浸してか6炊くとき（浸し炊飯) 



〇浸し中の温度を制御し、おホに水を十分吸わせでから 
巧ぎ始めます。 

〇浸す時間の目安は麗場30分程度、る場60分程度をお 
すすめします。 

〇予約な飯との組合せはできません。 


信巧刷の 

-具や調な料の入るちのは浸し炊飯をしないでください。（巧 
殿しでラまく炊けないため） 


例）60分這してか5炊く場合 


(〇モ約)を巧して 

(浸し時卽を選ぶ 

浸し時間は分数び表示されまず。 


2 


時刻合わせボタンの f 巧 
を巧して浸し時間を 
合わせる 


>(〇モ約)を押す毎に 


予約 1 ►I 予約 2 I►( 浸し時間） 


の表示にかわります。 


1.1•1.3 •1.5 SE 



浸し時間の表示 


>炊きかた設定 (12-1 3ぺージ）または健康メニユー設定 (14- 
1巳ページ）を確認してください。 

>(浸し時間） は前回セツトした時間を記憶しています。 



の順に表をびかわります。 


っ參 


を巧す 





•ブヴーが鳴り、予約ランプが 
点丹。^予約完了 
•炊飯を開始ずると、炊飯ラン 
プが点丹します。 


旧 51 • 1.1 ■1.3 • 15說 
脚極上 

•二の 
し< し •巧 


※浸し中は炊さ始めまでの残時間を分単位で表おします。 


恢飯（再加熱）ボタンを押さなし化浸し炊飯 
の設定は完了しません。 



ごはんの炊をかた 
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バラエティー調理のしかた (閒點み/!し/温泉 r 離/欣■トキ) 



を巧して 

^バラエティー調理を 
選択ずる 



を巧して、巧ラメニュー 
ぐ!ノを苗巧して < ださい 。^ N 
巧すごとに切 D 咨扫〇ま7。 え 

• 圧力煮込み / 巧し / 法ち卵 -/ 

旁島. ''バン.ケーキは 
▼マークを S 況こ合わせまず， - f ;; …圧"でな 

♦ポタンを巧ずと 

巧さ込み — 発穿玄ホ — 玄お — 玄米びゆ — 巧の — おかゆ — 
圧力震込み — 巧し — 活巧卵 - 発爵 —" ン‘ヶーキの I 旧に押 
ずごとに切り》〇〇ます。バン’ケーキのなはけを込みに 
居ります， 

» 圧力 * 込み C かのバラエティー巧理は圧力をかけまだん。 


2 ® 


を巧して調理時間を 
合わせる 



• fO ) を巧して，巧留時巧を合わは 
、ーノてください， 

宙理時巧はクッキングプック（別旧） 
を g 照して < ださい。 

♦10 かか55巧おなで巧巧でさまず。 
お B やお巧みで黄芭しで<だごい， 


in 

M が.柏 UI ヴ an が《 

: nufi bL Uill M " ふ *' 


っ參 


を巧ず 


メロディー【ブヴ ー) が頃って. 
詞理がはじま D ます。 
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メロデイー（ブザー）び唱つた S 

でをあびり 


♦黄巧中は残 D 時巧を表示します。 


_ A ■を _ 

圧カホ込みの HS 中は絕巧にふたを聞けないでください。 
やむを得ず巧けるとさは > 切ボタンで围理ち中止し、圧力を 
巧いてください。 

•泉寅□からち寅び gU ぶく化ますのでを意してくだをい。 

参豪気;び十みなけてひらなぶ:を聞いて < だでい。 


•な涵はしないで < ださし、。 

•巧びまでの勇巧巧①语存はしないで < ださい。 





























保温について 


おさ文め保ミ 



* ごはんの温度を周期的に下げて、乾燥を防ぎまず。このため、ごはんの温度び低く 
感じるときがありまずが異甫ではありません。 


保温中に命希を巧す 




おさえめ保温の表示 



参おさえめ保温中はほめの温度で保温します。ごはんの温 
度び低く感じる時は、お好みに応じて再加熱してください。 
• I おさえめ保温 I を選択すると、次回ちその設定を記憶してし、 
ます。 

参おさえめ保温中は、つゆびふたの内側、&たパッキン、 
内びまにつきますび、ごはんの乾燥を防ぐためで故障で 
はおりません。 

♦ち5—度くな盒^を巧すと、標準の保温に戻ります。 

ミ還が 

参表示部に保温経過時間を0 h 〜24 h まで]時間単位で表 
术しよ9 〇 

(吕己時間！; Lh になると現在時刻の表示になります。） 

• a 別の 

-おさえめ保温の場合は、24時間までにしでくださし、。 
標準のな温の場合は、12時間までにしでくださし、 

(においやを色の原因になります。） 

• 巧温中、においび気になる場合は、おま入れに1ぺージ）を 
しでください。 


保温中のごはんの再加熱 


*( 呆温中のごはんをさ5に温めたいとき 


ごはんをほぐして、 
平5にする 


•。別— 

• ごはんの量は「白米」の水位目盛の3な下を目まにしでくだ 
さい。（加熱ムラの原因） 


Q 保温中に^を巧す 



♦炊飯ランプび点滅し、再加熱を巧います。 

♦炊飯直後など本体び熱いとき、または本体びをたいとさは、 
ブヴーび鳴り再加熱でさません。 

♦途中で止めるとさは^切 ) を巧してください。 

保温に戻すとさは、さらに^|)を巧してください。 

(保温経過時間は Oh から表示します。） 

•がを 1*1^ 

•何度ちくり返して再加熱しないでください。 

(乾燥やおこげの原因） 

• ちめたごはんの温めなおしはしないでください。 


メ□ディー（ブザー）が鳴って、炊飯ランプが消えた5再加熱終了です。 
(標準の保温中：約6分、おさえめ保温中：約10分） 


ごはんの巧さかた 
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* 1 — 



















お手入れ 在うたびに洗うをの （しゃ6じ)的びま)位た加嘛 pi 意ロキャップ) 


_ 企紛 _ _ 

必ずプラグを巧さ，去ががをめてび6巧ってくだごい。（やけどのホ困）_ 

■ベンジンやシンす一,みびさ伤、た〇し巧は任石ないでくだ立い。（责面ち«つける原因） 


g 器田洗剤巧度い.スポンジなどのや ft らかいをのでなラ。 


固<しぼつた&をんで&<。 

アルカ U 巧の;兄巧は巧わない。（空色の原因） 




調圧弁 
をを弁 
負圧弁 


■迅た如反のはずしかに 


■ふた如な巧の巧り巧けかた 


光ななどがつまってフックが「バチン」と巧まらないと 
さはよ5じなどでかを出して < だでし、。 


Aag 

• ふた邮《おは巧*しないで < ださい. 

• S おお g おや gg 巧い《は巧〇ないで < ださしん(が so 巧因） 


巧びま 


巧巧は.スポンジなどのや石6びい6ので巧ラ。 

州田は.巧って水君をふ S 巧り，があび菩び巧«しに: W をは中巧な別を巧い.すイロンた〇しで洗う， 


•日 



• ま巧するとおいし<反けな<なることびち0ます。巧り巧い巧でし t 谷いにお顆し1します， 

• フツち巧居るいためないために，巧のことをお巧0ください， 

【巧 g のしやちじを a ラ）(スフーンや果むんなど 5A れでホわない) (rp は田ねない> (巧 H は.みザ S 巧やたわしでなねない） 
•つツ*拓民は，ご宙巧じより巧巧しまずので.ス巧じち巧い<ださい， 

巧用中.をむ己びでさることびあ0ますび-せ能や,巧を上の受»はあ D ません，フッち®房は.人な:に舍はあ0ません。 




















蒸気□キヤツ 



本体か5はずして、食器用洗剤を使いスポンジなどのや 
わ6かいもので洗う。 

■蒸気□キャップのはずしかた 

①本体から取りはずします。 

③図のようにをち、キャッフ本体の▲マークを「はずす」 
の方向に回し、カノ く一の▼マークと位置を合わせるとは 
ずれる。 




キヤツプ本体この位置を 

- JW 


合わせる 






/ ヵバ- 


吸気口 -排気口 


吸気□-排気□のごみを掃除機で吸い取る。 


吸気 □ 



排気口 


■蒸気□キヤツプの取りつけかた 

①バツキンをカバーの溝に入れる。 

③キヤツフ本体の▲マークを力;/ く一の▼マークの位置と 
合わせ、3ケ巧の W を確実にはめ込み「しめる」の方向に 
回して力 J く一の • マークの位置まで回して取りつける。 




③カパー羽根部びをろになる 
ようにしてふたに差し込み、 
蒸気□キャップの中央部を 
巧さえて、確実に取り付ける。 



においが取れにくい場合 


♦炊き込みごはん•雑巧•バラエティー調理や保温のをのにおいが気になるときには、 1 U 下のち法でお手入れしてください。 


内がまに水を入れる 

♦水の量は、1 .0 L タイプでは r 白米（巧洗米）」 
の 水位 目盛 2 まで、 1 .8 L タイプでは r 白米娜 
洗米）」の 水位 目盛 4 まで。 

※水しソ外（洗剤など）は絶対に入れないでくだ 
さし、。 


3 ©对甲ず 



P ( g ) を巧して nil しやつきりを選択 
ずる ~ 



4 


約目0分程度経ったらを押ず 

♦終了直後は、内がまやふた加熱板び熱くなっ 
ていますので、本体び;令めてからお湯を捨て、 
水滴をふさ取ってください。 

参においによっては、完全に落ちないちのを 
あります。 


♦上記でもふた加熱板のにおいび気になるとさは 

①ふた加熱板の入る大きさの鍋-フライパンなどに食塩水 （1 %程度）を入れ、湯をわかす。 
③湯びわいたら弱火にし、ふた加熱板を入れて]日分程度加熱する。 

③湯をすて、ふた加熱板び;令めたら水洗いする。 

※プラスチック部び変形しますので、絶対に空炊さしないでくださし、。 



扱いかた 
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おいしく食べるひとくふう 



^ お米は正しくは かる ) - 

♦おホは，必ず白ホ.巧巧ホの種寅にあつた付属の計 a カッフではびってください。 
•計置米口つは.巧 R の計置カツフの里とまなる項合びあ0.巧いかたによっては誤差 
がでることびお0ます。 


手早く十巧に巧ぐ 


■お光は虽初の水をいち早く吸のしまず.ヌカのにおい 
びつかないよ5に面巧の水は手早< 爸てましょ 5. 
•研いだをは.水び舌れいになるまで十巧巧いましょラ ■ 


巧を上びった5ほぐず >- 


♦ほのほラかちごはんをつぶさないよ〇に.大きく® 口おこすよう 
にほぐします•ホ巧な水巧び'活ば.かつく己おいしく巧0ます。 
•巧き上びつたを,そのまま巧活する巧をでもぶずほぐして < だごい, 



p { か■のごはんは Vs 

♦ごはんの a びかな < なつてをた5,なる 
ベく巧がまの中臾に史るようにしてくだ 
でい，（お!《やべちやつ5を巧ぎます •） 


{ おいしく巧混ずるにめに 
V 巧の巧忌はやめましよラ 




• 12時田 U 上の巧巧の毎左24時間な上のお 
ごえめ巧 a , 

♦ホめたこはんの g め田しゃごはんのつさたし， 
♦しゃろじを入打たままの毎ま， 

♦白ホなか(巧を这み、おこ ft . 発ま玄ホ.五お I 
おかゆ.度かなど)の毎否. 

♦おホをよ < 巧びないで巧いたごはんの保 a ， 


♦白 JR で12時旧を进える保 
涵や•白^ KJ ■ ii 巧のごはんは, 
ラップに包んで巧ぶ; a に巧 
巧し.巧子レンジで涌め宙 
すとおいし < ちべろれます: 
♦巧巧やち!とさどをほぐすこ 
とびおいしさをなごつ‘ソでず, 



巧ヴをホとは 



3巧づ定ホ 


已»ヴ*米 


7巧ヴさ* 


•巧つ3ザとは,上囚のよ3に.巧ホするとをに栄史亲をち 
しにお米のことです， 

•日せコき, 5分ヴさ. 7せづきとも r 巧づきホ J の水位目盛で， 
留唐メニューの r ちホ J でかいて < ださい. 


^ 离芽玄米とは ) - 

♦発ま玄ホとは.を巧を水につけてわずびに発まさせに它 
ので.ビタミン•ミネラル.食を宙巧び白米よ0をく含 
ま〇ていまず， 

•黄ま玄米を巧 < 苗をは,黄す玄米1に巧して，白ホ吕の割 



♦おホの巧 a やお巧みにさ 0 C てザ：曲 f をしてください， 


お米の 巧 

水 m a 

巧 * 

白*巧*) a のボな白田 

款質米 

0*|>；1*1ふつうの夕田目88 

■ 8 ホ 

曰* (S 巧*) K のがの目曲 

E 9 来 

ち » 

S な n 

無 巧ホ 

日*田'お KW , つう®ホ应郎 


♦ r 無巧ホ J とは•巧わず{巧びず）に巧けるおホのことで,普通 
に篇ホしに!*をにホ技のき面に语る細かいヌ万を取日おいて 
ち0まず。 

• r 巧るホ J の篇を’な巧の種預によってなさ上び0に童びでる 
ち合びあ0まずので.水の巧やおホの里はお巧みで調望して 
<だでし、 

♦化勘こよつて[巧巧ホ J び入手しにくい場合をあ口ます。 


合で涅だ合〇せ.[■白米(無巧米)麻つラ J の水位目盛(例： 
発すをが1カツフ-白ホ2カップの時は. 3カッフの水の 


f - Q なだおこげびでをるの？ > 


目曲こ合りはる，）て•: jcMs し'頗イニュー利 
を置んで巧いてくださし、また発芽を米の^によっては， 
巧を上び0びびためになった日.やわ5かめになる場合 
びあ0まずので，お好みによ〇水征まをして<ださしん 


巧を上びつにごはんのを巧な水分をと0.客ばしさと風ほををみ 
出すためです。おこげび责になるちは，巧米のとき十分におホを 
筑い、ホヌカをよ <是としてかろ巧いて < だたい。白ホな巧•のごは 
んや堯商ホを巧< とおこ I 才けでさやずくなります。 













































































修理サービスを依頼される前に、次の点をお調べくださし、。 


■しソ上の点をお調べいただき、その上でご不審な点びありましたら、お買い上げになった販売店などにご相談ください。 
■ふた加熱板や内びまびをあ•フッ素被膜びはがれた場合は、お買い上げになった販売店などで新しくお買いホめください。 

■交換.創口購入 200己年明現在 


型 名 

部品ま号 

を望ル売価格 

型 名 

部品番号 

希望小売価格 

RZ - EX 10 J 

内がま： RZ - ED 10 J -001 

7,3日0円(お巧7,000円） 

RZ - EX 10 J 

ふた加熱板 RZ - EX 10 J -002 

2,100円(税巧2,000円） 

RZ - EX 18 J 

内が ま： RZ - ED 18 J -001 

8,400円(お巧8,000円） 

RZ - EX 18 J 

ふた加熱板: RZ - EX 18 J -002 

2,310円(税巧2,200円） 


炊飯中 

再通電後、巧飯を続けます。 


な温中 

再通電後、保温を続けます。 

にはんの温度によっては、保温をやめます。） 


予約（這し）中 

再通電後、予約（浸し） 
を続けます。 
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保温温度が低い 
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ボタン操作できない 


使用中に音びずる 


' な温ランプび点巧していませんか？ ^切ボタンを押してください。 

' 「ブーン」と音びするのは、内部の熱をがへ逃びすためにファンび回っているか5です。 

' 巧飯、浸し、保温時は、「カチッ」または「ジー」と音びすることびありますび、晒加熱の 
音で異當ではありません。 

' 炊飯中は、間欠的に蒸気の出る音びしますび、異常ではありません。 

' 巧飯中は、「カチッ」と音びすることげありますび、圧力調整装置び動作する音で異常ではあり 
ません。 


予約時刻に巧けなし、 

炊飯開始すると [こ ( の表示びまわる 


' 現在時刻び合ってしぶ占、確認してください。一1 0' 1已ぺージ参照 
' 炊飯残時間を表示するまでの間、表示びまわります。 


巧飯残時間表おが、一度に数分 
進んだり、止まったりして、時 
間どおりに巧けない 


I おいしく炊き上げるために、途中で残時間び変わることびあります。 


巧:飯残時間表おが出ない 
巧!飯ずるとき、においがずる 

ふたび閉まりに<い 
ふたが閉ま S ない 

本体とふたのずきまが大きい 


' 本体び温かしたきは、残時間表示が出ないことびあります。健康メニューは残時間びでません。 
>おまめ後、最ネ即こ巧飯するとさはにおいびする場合びあります。ご使用ととちになくな 
りますび気になる場合は21ページを参照してください。 

' 圧力式のため密閉度び高く、重く感じることびあります。ゆっくり閉めてください。 

' 内びまの縁-ふたパッキンにごはん粒などがついていませんか？ 

' ふた加熱板は正しく取り付け b れていますか？^20ぺージ参照 
' か飯中は圧力により、すきまび広びりますび異常ではありません。 


または}ィ〔}表示になる 


I 城;!表示のとさは切ボタンを巧すとになりまず。 
現在時刻を合わせなおしてください。^10ページ参照 


表示部の表示が消える 


I プラグを抜いて入れる毎に-:--または!イ G 表示になる場合は、本体に内蔵している IJ 
チウム電池の寿命です。プラグを差し込むと、巧飯•な温はでさますび、現在時刻を合わ 
せないと予約ができません。早めにお*めになった販売店に電池交換をご巧頼ください C 


衷ル部に|_ !、しピを表本した 


I 延長コードの使用、たこ足配線などで電源電圧び異常にほくなったときなどに表示しま 
す。切ボタンを巧し、別のコンセントをお使いください。 


まお部に卜！ ！〜卜旧を表示した 


' 切ボタンを押してち表示び時刻表おに戻 b ないとさ、及び度々 K 1〜卜旧 表示になると 
きは、お買い上げになった販売店にご相談ください。 


プラグを差し込むとさカチッと音 
びしたり、义巧びでる。 


' イン) (一夕一回路に充電するためで巧障ではありません。 


使用中、信電に 
なつたとを 


扱いかた 






























































仕様 


/ 

型 


名 

RZ - EX 10 J (1.0 L タイプ） 

RZ - EX 18 J (1.8 L タイプ） 

巧 飯 

容 

量 

0.18 L (1 合）〜1.0 L (己.已合） 

0.18 L (1 合)〜 1.8 L (1 升） 

電 



源 

交流10 0 V 

定 格 

周 

波 

数 

己 0- 己 OHz 共用 

消費 

の 

飯 

時 

1400 W 

1400 W 

電力 

保温時（平均） 

30 W (おさえめ保温の場合 26 W ) 

34 W (おさえめ保温の場合 30 W ) 

□ — 

ド’ 

の長 

さ 

1 .Om 

大 

さ 

さ 

幅 

2己. 8 cm 

30.1 cm 

奥 


行 

36.4 cm 

41 .4 cm 

高 


さ 

21 .9 cm 

23.6 cm 

質 量 （ 

V 

重さ 

) 

約己. 9 k 呂 

約ス己 kg 


《保温時（平均）の電力は、安定時1時間あた0の保温消費電力です。（室温2日での場を) 
《「切」の状態での1時間あたりの消費電力は約日. 8 W です。 


保言正とアフターヴービス (必ずお読みください) 


■保証書（裏表紙） ■修理を依頼されるときは I 持込修理 


保罰書は、必ず r お買い上げ曰-販売店名」などの記 
入をお確かめのラえ、販売店から受け取っていただ 
さ内容をよくお読みのあと大切に保管してください。 
参保罰期間はお買い上げの曰から1年間、内びま内面 
フッ素被膜は3年間です。 

■補修用性能部品の保有期間 

^ジャー炊飯器の捕修用性能部品の保有期間は製造 
打切りを6年です。 

♦補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するた 
めに必要な部品です。 

■ご不明な点や修理に関するご相談は 

修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上げ 
の販売店または取扱説明書に記載の「ご相談窓印に已 
ページ）にお問い合わせ<ださい。 

■ご転居されるとをは 

ご転居により、お買い上げの販売店の アフターサービス 
を受けられなくなる場合は、前もって販売店にご相談く 
ださい。ご転居先での曰立の家電品取扱店を紹介させ 
てし)たださます。 
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「こんなときは」 （23 ページ）を調べていたださ、なお 
異常のあるときは、スイッチを切りコンセントからプ 
ラグを抜さ、お買い上げの販売店に修理をご依頼くだ 
さし、。 


♦保話期間中は 

修理に際しましては、保証書をご提おください。 

保証書の規定に従って販売店び修理させていただきます。 


♦保証期間び過ぎているとをは 

修理すれば使用できる場合には、ご希望により修理させ 
ていたださます。 


■修理料金の仕組み 

修理料金=技術料+部品代 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金 
です。技術ちの人件費、技術教育費、測定 
機器等設備費、一般管理費等び含まれてい 
ます。 




修理に使用した部品巧金です。その他修理に 
付帯する部材等を含む場合ちあります。 

























に相談窓 □」 


(3 尼見の9示に巧するを正な争巧内による表示） 


日立家電品につしでのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、拓居でれた 0. 唐巧でいただいたちのの控巧などで，ご不巧なぉは下12忍口じご巧廣くださぃ。 


f 巧 S など アフターヴー ビスに 


商品房帝やお取り扱いに 

関するご巧鼓は 


ついてのご巧設は 

TEL 0120 -31 21 -68 


TEL 0120 -3121-11 

FAX 0120-3121-87 


FAX 0120 -3121-34 

(受材向面）365曰,■"日で0〜19 00 


(まが荒!)白. 00-1 7:30な！!布苗も PHS からちご利 ffl 
で5ます，曰坦•巧日と年•束ち美’など#社の 
体 B はな Stt ていにださます， 


■お夏ごまび巧れにお電田でごま巧いただいに宙含には.正描こご回客ずるために，适話巧百をお篇谓百など） 
ごだてしげ;;だ < ことび EO まず。 

• ご巧廣，ご巧巧いただいに巧百によってはのブルーブを社に旧人 11 结を«巧し巧ぶごだていただくこと 
びお日ます。 

•出巧な理のご巧篇ぞ U ただ U たお客をまへ•アフターサービスに田ずるアンケートパ巧キを送付さはていただ 
くことびを D まず。 

-05A- 



@曰立アフライアンス巧すさ社 

T105-8410 苗田宙ち区因新《を15-に■居03巧 502)2, 11 ■ソち 



















お客様メモ 
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日立 胃 IH ジヤー炊飯器保証書 Isaial 

保か;期問巧に巧投究明ま、本化ラベル等のを岳をきにしたがって正瑞•な使用化®で巧巧していて 
化巧した巧をには、よ甚が巧のをにらとづきお貴い上げの肪亢•化が#お巧巧いたしま十。 

おちい上げの H から下記の巧問巧にあ南した培たは、面おとよををお持ちいただき，お贸い上げ 
の化充巧に岐理をご巧 * ください。 


滚 

巧 


巧お R い上げ H 

保な期間 

平を 年月 U 

本な：1巧 

巧げま内面フッ索巧 S: 3¢ 

ぶ 

惹 

巧 

ごは巧 

ごち名 

な 

巧 

化 

ホ 

化 

化巧 

店ち 

を前 


巧印巧に記入のない巧なはな功となりますから必ずご巧盈ください。 


1. が化用阳内でもホのようなを合には巧巧按巧となります： 

(イ）巧用1-.の窝り.またはなるや不当な巧在による宙苗またはな巧 C 
(口）お H い h げ巧の#ド.引っ島し.»をまじよるめ度またはが®, 

レ、）化化、化巧， 水ち-.法里' その化のた化化を，なちや巧.巧ち化じよるな巧または巧ち。 

( 二 ）ボ两、かがことう巧して巧 JW された巧かこ生じたを巧または巧巧， 

(ホ）をせ#じ巧用されで牛-じた泣 R または巧な。 

(へ）ネまのご巧ホがない巧を¬ 
け）本巧に巧ん お貝い上げ年刖，おを々を.応ホなをのお入のないみを，あるいはキもをきき巧えられた巧を。 
け)下をの巧いかたをしたあをの内がま内面フ ’Vig おおのん化、はがれ，巧を，色むらI巧巧。 

•ホ巧篇のわたま，スプーン.泪たて巧，を基などかたいものを人れたり、巧った巧た C 
•巧がまをお f 人れの房(こを反たわし.ナイロンたわしなどを®用した«も 
♦を巧用中性ホかは巧の沈扣や涅白前.クレンザーなどを巧った巧を： 

•内がまの中でホを巧リた填を。 

•rt かが1■(みそもカレーホ巧のホ抽や‘戊き込みコよんなりのなおをしたみを- 
•わ巧い上げ巧のおドやなまなどでちじたへこみ。 

•その曲取扱お巧巧.本化おけラベルなどのまおを邸こそわない晚いかたをした巧を。 

2. この曲なは持込皮埋のがを巧なです、がをなどで巧 S 巧おされた巧をのを巧などはお留ほの負な 
となります。また出お化巧をごホちのちをじは.ほ巧に巧十るお贸を申しをけます， 

3. ごお居の巧合は事曲にお買い t げの販売な【こご相巧くヴさい。 

4. お存な巧で本奋に記入してをるわ貫い h げのおを巧に巧理をご巧拍じなれない巧なじは化巧ま巧さの 
2がージの「ご巧敦度 nj じご相誤ください= 

5. 本巧は巧発巧いたしませんのでおホしないようた切に巧存してください。 

6. 本巧は U 本巧巧 i こおいでのみぞ巧です。 Effective only in Japan. 


♦この巧お香は本さじ巧ぶした期巧.をホのもとにおいて巧が•化巧をおめおするものです。 
したがってこの怯が童じよクてが化まを巧巧しているを（が化巧巧巧）、及びそれ口•阱のザ果 
ぶ•にがするお客巧のまホ上の样-利を利巧するもので(よありませんので，巧甜曲阳巧あをのが巧 
等についてごィ;巧の場をは、お民い h げのあ光店-または化が说明まの25ページの「ご巧族を口」 
にお巧い合•わ甘ください。 

♦おを挣じな入いただいたが化巧の写しは、巧泣-巧阿内のサービス巧な狂びそのがのぞを点巧巧 
動のため'記巧内梓を巧円させて巧く巧をがございますのでご了承<ジさい.. 

•巧: ill: 期間お逊巧の巧巧,巧巧巧化おなおのなち巧化について舒しくは，巧巧お明まをこ兒ください。 
底巧メモ ■ 

@日立了プライアンス巧巧会社 

〒の5-84の更巧班を医西巧涅2-巧-12呈お （03)3502-2111 


















